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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず日中同形語の S 語（同義語）漢語動詞の共起表

現を日本語、中国語それぞれのコーパスから抽出し、共起語の違いを分析した。中国語で可能

な共起語でも（整理头发）、日本語では共起できず（*髪の毛を整理する）、和語を用いなければ

ならないものもある（髪の毛を整える）ためだ。次に、中国語を第一言語とする日本語学習者

が、S 語の共起語の違いをどの程度習得できているか調査を行った。その結果、中国語と同じ

共起語がとれない語については、日本語能力試験１級以上の超級者でも習得が進んでいないこ

と、中国語の知識を和語にも転用する傾向が強いことが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine how accurately the Chinese 
native speakers learning Japanese have acquired the collocation patterns of (1) S-word 
(Kango), one type of Japanese-Chinese lexical homograph, which shares the same meaning 
with Chinese language, and (2) Japanese-origin word (Wago), which shares one kanji 
character with S-word. The results of our analysis show that (1) both Kango and 
Wago ,which co-occur with the same word with Chinese language, have been acquired 
accurately not only by the participants with advanced-level of Japanese proficiency but also 
by the intermediate-level participants. 
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おいては専門用語だけでなく「結論を出す」
「規模を縮小する」等、動詞と名詞を組み合
わせた表現が多用される。これらの共起表現
を正しく産出するため、どのような知識が必
要かについて、両言語のコーパスを用いて調
査を行い、日本語学習者の漢語語彙習得の問
題点について分析する。 
 
２．研究の目的 
日中同形語は、日本語と中国語の意味的関

係に基づき、Ｓ語（同義語）、Ｄ語（異義語）、
Ｏ語（類義語）に分類される。Ｓ語は日中両
言語で同義とされているが、取りうる共起語
は必ずしも一致しない。日中同形語のＳ語に
は同義の語が多く、「環境を破壊する」「破坏
环境」のように、同じ共起語を取ることも少
なくない。しかし、日本語では、語によって
は、漢語ではなく和語との共起が自然な場合
がある。そのため、中国人日本語学習者は共
起語に留意せずに中国語の知識をそのまま
転用すると、「*規定を破壊する（→破る）」
のような誤用を起こしてしまう。 

本研究では、日中同形同義語のＳ語漢語動
詞に焦点を当て、日本語と中国語それぞれの
コーパスデータを基に、同形同義語の漢語動
詞が、それぞれどのような項を取り得るのか
を抽出し、その差異を比較検討する。さらに、
漢語や漢語と対応する和語をその共起語ま
で含んで、日本語学習者がどの程度正しく習
得しているかを調べ、中国語を第一言語とす
る日本語学習者にとって習得が困難な点を
明らかにすることを目的とする。 

 
３．研究の方法 
2008 年度から 2009 年度は、コーパスデー

タの収集と分析を行った。中国語と日本語そ
れぞれのコーパスデータを分析した結果、同
形同義語であっても共起語は異なることが
多いことが明らかとなった。そのため、「＊
規定を破壊する（→破る）」のような誤用が
起こる。中国語の「破壊」は日本語では「破
壊・壊す・破る」等、和語とも対応している。
そのため中国人日本語学習者は、どの共起語
が漢語、和語のいずれに対応しているかを習
得しなければ、中国語の知識を正しく転用す
ることはできない。これらの漢語は中国人日
本語学習者の理解を促進する（正の転移）と
同時に、文章作成過程においては、不自然な
共起語を用いた誤用（負の転移）を招いてし
まう。 

そこで、以下のような短文を用いて、文正
誤判断テストを行った。前述のようにして抽
出された４つのタイプの連語形式に、主語や
多少の文脈を加えて、１文が 20 字程度にな
るように、正誤判断テストの短文を作成した。
尚、同じタイプにおける漢語と和語について
は、対象語以外は同じ文脈になるようにした。 

＜漢語動詞＞ 
今朝、私は髪の毛を整理した。      
予算が減って、工事の規模が縮小した。 

 
＜和語動詞＞ 
今朝、私は髪の毛を整えた。 
予算が減って、工事の規模が縮んだ。  
 
正誤判断テストは、漢語も和語も、それぞ

れ、ＡからＤまでの全 86 問であるが、テス
ト用紙は、漢語と和語で、別々に作成した。
解答形式は、「○」「×」の二択である。 
2010 年度は、分析したコーパスデータを基

に、どの程度正確に漢語や和語の共起表現を
習得できているかを調べるため、中国人日本
語学習者（N=92）を対象に２つの実験を行い、
検討した。実験に用いたのは、中国語と同形
同義の日本語の漢語動詞と、その漢語動詞に
対応する和語動詞（漢語と漢字１字を共有）
で、４種類である（表１）。中国語では全て
容認されるが、日本語の漢語で容認されるか
否か（２種類）と、和語で容認される否か（２
種類）の組み合わせによる。 
 
表１ ４種類の日本語の漢語動詞と和語動詞 

 中国語漢語動詞 日本語漢語動

詞 

日本語和語動詞 

A ○ 破坏规定 × 規定を破壊

する 

○ 規定を破る

B ○ 破坏财产 × 財産を破壊

する 

× 財産を壊す 

C ○ 整理资料 ○ 資料を整理

する 

○ 資料を整える

D ○ 建设社会 ○ 社会を建設

する 

× 社会を建てる

 
実験１では漢語動詞を調査した。調査には

文正誤判断テストを用いた。分析の対象は、
Ａ・Ｂのように日本語では共起できない漢語
の得点と、Ｃ・Ｄのように中国語と同じ共起
語が取れる漢語の得点である。分析の結果、
中国語と同じ共起語が可能な場合（Ｃ・Ｄ）、
日本語習熟度に関わらず正答率が高かった
が、日本語では共起できない語の場合（Ａ・
Ｂ）は、習熟度によって正答率に差が認めら
れた。このことから、中国語とは異なる日本
語独自の共起関係については、日本語習熟度
に比例して、知識を正しく習得できるように
なっていることが示唆された。 
実験２では和語動詞を調査した。分析の対

象は、Ｂ・Ｄのように、中国語と同じ共起語
が取れる和語の得点と、Ａ・Ｃのように中国
語と同じ共起語が取れる和語の得点である。
分析の結果、和語動詞の場合は、習熟度に関
わらず全体的に正答率が低かったが、特に、 
Ｂ・Ｄの正答率が低かった（表２）。 

 



表２ 和語の得点と日本語習熟度の関連 
 

 
分析の結果以下のことが明らかとなった。 
(1)日本語の漢語も、和語も、中国語と同

じ共起語を取るものは、日本語習熟度に関わ
らず、正誤判断テストの結果がいい。  
(2)中国語と同じ共起語を取らない場合は、

漢語でも和語でも日本語習熟度に比例して、
正誤判断テストの得点が高くなる傾向が認
められた。 

これらのことから、中国人日本語学習者の
場合、中国語と同じ漢字を用いた語について
は、漢語だけでなく、和語でも中国語の知識
を転用しやすいことが示唆された。今回の調
査により、中国人学習者は、日本語習熟度が
高くなるに従って、日本語の漢語動詞に対し
て、母語の知識の過剰な転用が抑制できるよ
うになること、 日本語習熟度が高くなって
も、和語動詞を共起語との連語の形で、正し
く習得するのが困難であることが示された。 

しかしながら、文の正誤判断はできたとし
ても、正しく直せるようになっているかどう
かという習得過程までは明らかになってい
ない。そこで、2011 年度は、中国人日本語学
習者（N=75）を対象に誤文訂正課題について、
調査を行った。 
調査対象としたのは、中国語の漢語では共

起するが、日本語では共起しない「異共起連
語」（Ａ・Ｂ）、中国語でも日本語でも共起し
ない「不適切連語」（Ｅ・Ｆ）の 2 タイプ 4
種類の漢語の短文である。これらの文を提示
し、漢語の部分に間違いがあれば訂正すると
いう課題を課した。 

Ａ：漢語連語（中○日×、和語○） 
 例）笑顔を保持する 保つ○ 
Ｂ：漢語連語（中○日×、和語×） 
 例）水泳が進歩する 進む× 歩む 
Ｅ：漢語連語（中×日×、和語×） 
 例）車を建設する  建てる×  設ける×
Ｆ：漢語連語（中×日×、和語○） 
 例）セーターが縮小する 縮む○ 
1 文が 20 字程度になるよう短文を作成し、
Ａ・ＢとＥ・Ｆの誤文訂正の得点を比較し
た（表３）。 

 

漢語連語は学習者の母語である中国語と
用法が異なるものがあるため、母語の知識を
そのまま適用すると正しく正誤判断ができ
ず、判断できたとしても訂正するのが難しい。
誤文訂正の場合、正解は一つではなく訂正方
法は様々であるため、和語との対応までは区
別せず、異共起連語(Ａ・Ｂ)と不適切連語
（Ｅ・Ｆ）の二つのタイプに分け、正誤判断
の結果と訂正方法について考察する。 
2010 年の文正誤判断調査の結果、日本語習

熟度が低い学習者は異共起連語の誤文を正
しいと判断する傾向が見られた（中国語の負
の転移）。同様に、誤文訂正の正答率も日本
語習熟度に比例しているが、上位群でも正誤
が正しく判断できない語、判断できても適切
に訂正することができない語があることが
明らかになった。 
異共起連語は、中国語で共起が可能な組み

合わせであるため、日本語での用法を正しく
学習していなければ誤文であると判断する
ことができない。下位群では、誤文であるこ
とに気づかず、正しいと判断してしまうこと
が多く、正答率が０％のものも誤文 34 問中
９問あった。日本語での用法を十分習得して
いない下位群は、正誤を判断する際に中国語
における共起の可否に影響を受けることが
考えられる。中位、上位群は、「笑顔を保持
する」のように習熟度によって正答率が大き
く異なるものもあるが、正答率が同程度のも
のもある。日本語習熟度に比例して、日本語
の正しい用法を習得していくものの、中国語
で共起が可能なものは日本語での正しい用
法に気づきにくい、あるいは気づいたとして
も自他の区別や活用形を間違えてしまい、正
しく訂正することができないものが多い。 
さらに、中位、上位群でも、「意見を提出

する」「人種差別が縮小する」のように誤文
であると判断するのが難しいものもある。中
国語と日本語の用法の違いを意識的に学ば
なければ日本語の適切な表現の習得は難し
いことが窺える。書き言葉は漢語、話し言葉
は和語、と大別している学習者もいるが、実
は同じ書き言葉でも共起する言葉によって
漢語動詞と和語動詞の使い分けがあること、
中国語と日本語とでは共起する語に違いが
あることは、あまり意識されていない。中国
語を母語とする中、上級の学習者には漢語動
詞だけでなく、和語も含めた用法の違いを指
導していく必要がある。 
また、「夏休みの間たくさん練習したので、

水泳が進歩した。」という誤文を正しいと判
断していた人は、下位群５名、中位群 16 名、
上位群３名であった。日本語均衡コーパスで
は、「進歩する」は「技術」「科学」「文明」
等の学術的な漢語と共起する例が多いが、Ｃ
ＣＬでは日本語とは異なり、「私個人の演技
力」や「人々の考え方」等にも用いられてい



る例が見られた。中国語では、幅広い場面で
「進歩」を使用するため、下位群は誤文であ
ると判断できなかったのではないかと思わ
れる。 

不適切連語は中国語でも共起しない組み
合わせであるにもかかわらず、下位群は誤文
を正しいと判断してしまうことが多い。「予
定が消失した（→なくなった）」「靴下が破裂
した（→破れた）」「旅行が停止して（→中止
になる）」等、自動詞、他動詞の区別が必要
なものは正誤の判断はできていても、正しく
訂正できていなかった。中位、上位群でも、
自・他の区別が必要なものは正答率が極めて
低くなっていることから、漢語動詞を学習す
る際にはそれが自動詞なのか他動詞なのか
用法も含めて指導する必要がある。 
2012 年度は、これまでの調査結果を非漢字

圏の学習者と比較するため、モンゴル国立科
学技術大学にて、調査を実施した。現在、調
査結果を分析中である。 
 
４．研究成果 
◆研究課題１（2010 年度の実験） 

中国語と同じ共起語をとる漢語と、中国語
と同じ共起語をとらない漢語とで、習得にど
のような違いがあるか。 
調査結果 

中国語と同じ共起語をとる漢語の方が、中
国語と同じ共起語をとらない漢語よりも、正
誤判断が正しかった。また、中国語と同じ共
起語をとる漢語では、下位群、中位群、上位
群のいずれも８割以上の高い正答率で、日本
語習熟度の影響が認められなかった。一方、
中国語と同じ共起語をとらない漢語では、日
本語習熟度に比例して正誤判断が正確にな
るが、上位群でも正答率が低く、習得が困難
であることが示された。中国語と同じ共起語
がとれない語については、日本語能力試験１
級以上の超級者でも習得が進んでいないこ
とが示された。また、和語についても中国語
の知識を転用する傾向が強いことが明らか
となった。 

以上のことから、中国人学習者は、日本語
の漢語に中国語の知識を転用することで、日
本語習熟度が低い段階から、日本語を正しく
用いることができる場合がある、また、中国
語と異なる用法を持つ漢語は、日本語習熟度
に比例して、徐々に正しく習得できるように
なる、さらに、中国語の転用が非常に強く、
その転用が誤りであることに超級者でも気
づきにくいということが窺えた。 
 
◆研究課題２（2010 年度の実験） 

共起語によっては和語でなければ成立し
ない連語形式があるが、それはどの程度習得
できているか。 
研究結果 

和語においても漢語と同様の傾向が認め
られた。すなわち、中国語と同じ共起語をと
る和語の方が、中国語と同じ共起語をとらな
い和語よりも得点が高く、３群の得点はほぼ
同じであった。このことから、和語に対して
も、日本語習熟度の低い段階から、中国語の
知識を転用する傾向が強いと考えられる。一
方、中国語と同じ共起語をとらない和語の場
合は、漢語と同様、日本語習熟度に比例して、
得点が高くなるものの、上位群でも正答率は
５割以下で、習得が極めて困難であることが
示された。 
また、中国語と同じ共起語をとれない漢語

と和語を比較すると、下位群では和語の方が
正答率が高く、反対に、上位群では漢語の方
が正答率が高い、という異なる傾向が認めら
れた。この背景の一つに、学習段階よって学
ぶ語種が違うことが考えられる。一般に、初
級では平易な話し言葉で学習が進められる
ため、汎用的な和語動詞を使用する機会が多
いが、中級以降になると、書き言葉が増え、
漢語への接触頻度が高くなり、日本語の漢語
と中国語の用法上の異同を意識するように
なると考えられる。そのため、上位群になる
と漢語の方が正答しやすくなるのではない
かと考える。但し、和語は多義語が多く、使
用頻度が低い語義もあるため、むしろ和語の
習得のほうが困難である場合も少なくない。    
和語の正答率が全体的に低かった要因と

して、漢語ではある程度正誤が判断できても、
和語とは共起できるか否かの判断が的確に
はできないこと、漢語と和語の用法の違いを
正しく習得していなかったということが考
えられる。このことから、対応する漢語があ
る和語動詞の場合、日本語習熟度が高くなっ
ても、習得が容易ではないことが示唆された。  

また、日本語習熟度が上がるにつれて、中
国語と同じ共起語が“取れない”ということ
を習得する、つまり、普通の語彙の習得では、
どんな語と共起するかを徐々に学ぶ、という
のが一般的であるが、中国人学習者の場合は、
どんな語と共起“できないか”を徐々に学ん
でいく、と言える。よって、中国人学習者の
日本語の語彙の教育や学習においては、何と
共起“できないか”、が重要である。 

 
◆研究課題３（2011 年度の実験） 
日本語習熟度が高くなると、異共起連語の

誤文を正しいと判断できるようになる傾向
が見られたが、正しく直せるようになってい
るかどうかその習得過程を明らかにする。 
研究結果 

異共起連語(Ａ・Ｂ)については、正誤判断
テスト、誤文訂正テストの正答率は、日本語
習熟度と比例していた。しかし、上位群でも
「意見を提出する」「人種差別を縮小する」
「関係が破裂する」等は誤文を正しいと判断



してしまう人が多かった。これらの共起語は
中国語での使用頻度の高さ、結びつきの強さ
が正誤判断に影響している可能性もある。 

不適切連語（Ｅ・Ｆ）については、中国語
で共起しないものは日本語でも共起しない
（正の転移）と判断できて当然だと思われる
が、「不適切連語」を正しいと判断する人が
いた。「破裂」「分配」「縮小」「出現」は共起
する語によって、異共起連語になる場合もあ
れば、不適切連語になる場合もある。中国語
でも日本語でも不適切な連語であっても、中
国語と日本語で共起する語が違うという気
づきが、日本語では適切だと判断させてしま
っている可能性もある。異共起連語では、日
本語の習得が進むにつれて学習者は負の転
移を抑えるようになるが、その一方で、本来
正の転移であったものにも判断に迷いが生
じているようだ。 

また、 誤文だと判断できても、正しく訂
正できるようになるためには、中国語の連語
の知識の過剰適用を防ぐ、自動詞と他動詞の
区別を明確にする、和語と漢語の使い分けを
習得する必要があることが明らかとなった。 
 

◆まとめと今後の課題 
中国人学習者は、他の言語を母語とする学

習者に比べて、第二言語としての日本語の学
習や習得において有利である、と称されるこ
とが多い。実際、同形語の３分の２以上がＳ
語であり、意味や概念においては、日本語と
中国語とではかなり共通しているため、中国
人学習者にとっては、易しい語彙として捉え
られがちである。しかしながら、本研究の結
果から、Ｓ語がどのような語と共起できるの
かについては、超級者でも習得が不十分であ
ることが示され、中国人学習者の漢語と和語
の習得を困難にしている要因として下記の
(1)～(3)が明らかとなった。 
(1)日本語でも成立する（中○日○） 

 ⇒日本語習熟度に関わらず、高成績 
(2)日本語では不成立（中○日× ） 

 ⇒日本語習熟度に比例して、成績向上 
 ⇒上位群でも正答率が低く、習得が困難 

(3)日本語での成立の可否に関わらず、中国 
語の知識を転用する傾向が大きい 
今後、共起語と共に体系的に語彙学習が進

められるような教材を開発するなど、具体的
な指導方法を検討していく必要がある。 

しかしながら、本研究の調査は中国人学習
者のみを対象としているため、この結果に基
づいて、中国人学習者が日本語のＳ語や和語
に対して、中国語の知識を過剰に転用してい
ると結論付けることはできない。今後は、他
の言語を第一言語とする学習者にも同様の
調査を行い、本研究の結果と比較する必要が
ある。また、本研究では、漢語だけでなく、
和語においても、中国語の知識の転移の可能

性が示されたが、なぜ和語においても転移が
起こるのかについては、明らかにすることが
できなかった。和語の単漢字を見ると、中国
語の語義が自動的に活性化してしまうのだ
ろうか、それとも、そもそも和語と漢語は意
味用法が同じだという誤った認識を有して
いるのだろうか。また、和語と漢語の対応に
ついて、中国人学習者はどのように学んでい
るのか、教育場面ではどのように指導されて
いるのか等、明らかにしていかなければなら
ない。 
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